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Quasi−fesonant 　fbur−wave 　interactions　may 　in恥 encc 　the　statistical　properties　of 　deep　watel 　surface 　gravity　waves

such 　as　a 行 eak 　wave ．　The 　freak　wave 　prediction　method 　developed 　by 　Mori 　and 　Janssen （2006 ）based 　on 　the 　quasi−

resonant 　wave 　theory 　is　compared 　with 　Europian 　Centre　for　Meidum 　Range 　Weather 　Forecasts　wave 　analysis 　data，
Mori　and 　Janssen（2006）model 　shows 　low　correlation 　ofkurbsis 　wlth 　the　observedwave 　data，　although 　the　observeda

data　show 　the 　signlfieant 　co π elation 　betWeen 　H ，nau ，　and 　kurtosis，

1，序論

　 波浪推 算 で は，一
般 的 に Hasselmann が 導 出 し た ス ペ ク トル

E （k＞に 対す る Kinetic方 程式 の Sntを 用 い て 非線形干渉に よ る

波浪ス ペ ク トル の 変形 が計 算さ れ る．しか し，共鳴 4 波相互 作

用 が確立 す る まで （Rt → π δ（△t）） の 時間ス ケ
ー

ル が 0 （1／ε
4

）

と非 常に 長 い た め，共 鳴 4波相互作 用 よ りも非 共鳴 4波 相互 作

用 が重 要で あ る と し，水面変位 の 4次モ ーメ ン トの ス ペ ク トル

形状依 存性が 指摘 さ れて い る．こ の 3 次 の 非線形 干渉 に よ る μ 4

の 変 化を最 大波高 分布 を関 連付 け，異 常波 浪 の 出現 頻度 を予 測

す る理論 が 提案 さ れ て お り （1），断面 2 次元 造波 水路 内を 伝播 す

る波 列の ス ペ ク トル の 変形 と異 常波浪 の 出現頻度が一
連の 理論

に よ り推定 で きるこ とが定量 的に示 ざれ てい る （2）．こ の よ うな

議論 の 中で，異 常波浪 の 出現頻 度 の推 定 は，最 大 波 高分布の 裾

の 積分値 を 意味す る こ と に な り，その 本質は ，非線 形干渉 によ

り変化す る 最大波高分布形状その もの を推定 する こ とに あ る．

　本研 究 で は，断面 2次 元 水槽 内で 検 証 ざれ た異常 波浪 の 予 測

理論 を，ヨ ーロ ッ パ 中期 気象予報 セ ン ター
（ECMWF ）に お ける

現業 の 波 浪予測 に 上 記 の 予 測理 論 を適 用 し，そ の 妥 当性 の 検証

を行 な う．っ い で 現地観 測結果 と比較 検証結果 を も と に，Freak

wave 予 測モ デル 改良の 方 向性を探 る．

2．Freakwave 予測 理論の 現業波浪 モ デル へ の 適用 結 果

　ECMWF で は WAM モ デルを持 ちい た全球波 浪予 測モ デル が

運 用 されて い る （3）．今 回，こ の ECMWF 現 業波 浪予 測モ デル

（以 下，予測値） に MJ2006 の 予測理論 を組み 込み 、異常 波浪予

測 理論 の 検 証を 行 っ た （4）．対 象期 間 は 2004 年 度 1 年間 と し，
予測 精度の 検 証に は．全国港湾海 洋波浪観 測資料 （NOWPHAS ）

の 太平洋お よ び 日 本海側の 6点の 観測データ （以 下，観 測 値 ）

を 用 い た．こ れ ま で 得 られ て る 非線形理論 （1）や 水槽実 験結 果

（2）の よ う に．H ，n 。＝！Hi ／3
と μ4 に は 弱い 線 形相 関が 見られた．

Fig．1 に 示すの は，予測 理論 を適用 した 幽 の ECMWF の 予測結

果 と観 測結果 の 比 較で あ る．一
見 して わ か る よ う に 両 者 は 無相

関で あ り．特 に μ4 の 観測値 が正 規分布の 3．0 前後に 分布 して い

る の に 対して ，予 測値は 3．0以 上の み に分布 して い る．

　 こ の よ う に，断 面 2次元 水路 に お け る 実験 結果 と の 比 較と 異

な り、実海域で は 異 常波浪の 予測理論が 成 り立 たな い こ とがわ

か っ た．
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Fig．1 μ4 の 観 測値 と予測値の 関係
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3．結論

　異 常波浪 予測 に 重要な 水面変位の 4 次モ
ー

メ ン ト （μ4）予測を

ECMWF の現 業波 浪 予 測モ デル を 用 い て 行 い ，そ の 精度 検証を

行 っ た．そ の 結 果，一
方向 を 仮定 し た 従 来 の 理論で は ，異 常波

浪の予 測は 困難で ある こ とを明 らか に し た．
　 本研 究 を 実 施す る に あた りtECMWF 　J．R ．　Bidlot 博 士に は 大

変お 世話 に な っ た．
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